
資料①

No

・   創傷（褥瘡・その他皮膚障害・予防ｹｱ）、ストーマ（装具選択・合併症ケア）、失禁（IADケア・排泄用品の選択）

・   複雑なケアについては施設や患家へ同行訪問し、実践を通した情報共有

・   部署内教育、システム整備についての相談、支援

・   最新情報（ケア方法、物品、社会資源、診療報酬等）の提供

・   在宅退院に向け、感染対策継続に関する相談、情報提供

・   退院前一時帰宅等の同行訪問による実践指導

・   感染対策の実践指導、物品管理、環境調整等

・   患者、患者家族への感染対策についての相談・指導

・   フィジカルアセスメント（循環、呼吸、脳神経系等）による患者状態の把握と在宅における問題点の抽出

・   退院に向けた早期離床と退院支援の看護介入

・   入退院を繰返す患者の異常の早期発見を目的とした観察ポイントについて訪問看護師及び家族へ指導

・   静脈血栓塞栓症に関する相談・情報提供

・   手術、麻酔に関する情報提供

・   周手術期患者へのケア、看護実践について

・　 糖尿病をもつ患者のセルフケアの自立に向けた支援・生活調整

・   食事療法・運動療法・薬物療法（インスリン・GLP-1受容体作動薬、口血糖降下剤）を行う患者の支援・生活調整

・   セルフケア指導に関すること（自己血糖測定・自己注射、低血糖やシックデイ等）に関すること

・   足病変を予防するためのケア

・   疼痛コントロール、精神的ケア

・   痛み以外の身体症状(呼吸困難、全身倦怠感など)がある患者へのケア

・   今後の療養に関する患者の意思決定支援、医療者間の話し合い

・   家族アセスメント、家族ケア

・   終末期のケア

・   食具の調整、ポジショニング、誤嚥･窒息予防、経管栄養管理、口腔ケア

・   在宅退院に向けた摂食嚥下に関する相談・支援

・   在宅・施設での摂食嚥下に関する相談・支援

・   重篤化（頭蓋内圧亢進、脳ヘルニア）回避のためのモニタリングとケア

・   早期離床、合併症予防のための介入方法（ポジショニング、介助方法について）

・   高次脳機能障害患者への介入方法

・   発症・再発予防指導に関する相談・支援

・   心不全患者のフィジカルアセスメント、病態生理に基づく症状マネジメントと療養支援（急性期～回復期、在宅）

・   心不全を抱える患者の心身及び社会的サポート

・   自宅、療養施設における心不全コントロールのポイント

・   同行訪問、施設訪問による支援技術の共有及び各種ツールの紹介、提案
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10 心不全看護

・   在宅における急変時の対応、人工呼吸器管理、喀痰吸引等の指導　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

領域 看護提供内容

皮膚・排泄ケア

感染管理

クリティカルケア

手術看護

糖尿病看護

緩和ケア
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摂食・嚥下障害看護

9
脳卒中リハビリテーショ
ン看護
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